
 

 

 

 

 Ｍｏ管球を用いたＦｅ試料解析（ゴニオ半径３００ｍｍ） 

  Ｄｅｆｏｃｕｓ補正の効果評価 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ｄｅｆｏｃｕｓ補正なしでは正しい結果は得られません。 

  以下にデータを使って説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１４年１１月２９日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

     山田 義行 

     odftex@ybb.ne.jp 

 

 

疑問な事がありましたら、ぜひ問い合わせ下さい。 

        材料-Fe¥2014-11-29¥Fe-defocus 



測定データ 

 Mo管球を用いて Fe試料の極点測定を行うと、以下の様な極点図が測定されます。 

  

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正量 

 ODFPoleFigure2ソフトウエア内蔵 defocus曲線 

  

  

  

 内蔵 defocus曲線(BB-Schulzの反射法に適用) 

  Defocus曲線は、測定２θ角度と受光スリット幅から計算を行っています。 

 BB-Schulzの反射法以外の場合、Ｆｅ－ｒａｎｄｏｍ試料を購入して下さい。 

 

 

 



ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行わないでＯＤＦ解析する。 

 ＯＤＦ解析したＥｒｒｏｒ 

  

  Ｒｐ％が９．９２％ 

 

 ＯＤＦ解析―再計算極点図をＥｘｐｏｒｔしてＶａｌｕｅＯＤＦで評価 

 

   

 

 極点図の外側付近で、入力極点密度が低い状態が表示されています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



Ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った場合、 

  

 ＯＤＦ解析のＥｒｒｏｒ 

  

  Ｒｐ％ ０．９５％ 

 

 ＯＤＦ解析―再計算極点図をＥｘｐｏｒｔしてＶａｌｕｅＯＤＦで評価 

 

 

 

Ｄｅｆｏｃｕｓ補正するとＥｒｒｏｒが小さく計算されます。 

この状態が正しい事になります。 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図の比較 

Defocus補正なし      Defocus補正あり 

 

 ODF図で方位が分離している 

極点図比較 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正が悪いと、ＯＤＦ図の繋がりも悪い。 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎへの影響 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算による結晶方位定量値 

 

 

 Ｄｅｆｏｃｕｓなしでは、定量値が異なります。 

 

再計算極点図とＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果からの再計算極点図比較 

 

   

 

Ｄｅｆｏｃｕｓなしでも、ＯＤＦ解析結果には矛盾は存在しないので、再計算極点図の比較は 

ほぼ同一の結果が得られます。 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘはＯＤＦ図の平滑化の割合が少ないのでＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔし 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐａｙで表示 

平滑化なし 

 

最大の平滑化では 

   

 

 ＯＤＦ図を外部発表される場合、こちらの表示をお使い下さい。 

SM=1は 

ODF面の平均化を行っている 



使用ソフトウエア 

 ＬａｂｏＴｅｘ３．０ 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２（Ｖｅｒ．３．３５） 

 ＶａｌｕｅＯＤＦ（Ｖｅｒ．１．８８ＶＦ） 

 ＧＰＤＯＦＤｉｓｐｌａｙ（Ｖｅｒ１．０５） 

 

最新ソフトウエアは、ＨｅｌｐｅｒＴｅｘサイトからｄｏｗｎｌｏａｄして御使用下さい。 

ｄｏｗｎｌｏａｄする場合、 

 ｄｏｗｎｌｏａｄと表示している場合 

  ＊．ｚｉｐ－＞＊．ｊａｒと拡張子を変更し，Ｃ：￥ＣＴＲ￥ｂｉｎへｃｏｐｙ 

 ｚｉｐｄｏｗｎｌｏａｄと表示している場合 

  ＊．ｚｉｐファイルを解凍してからＣＴＲにｃｏｐｙ 


